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研究成果の概要：シダクロスズメバチの幼虫24個体の消化管から未消化物を取り出し、DNAバーコーディング法
を用いて餌生物の特定を行った。その結果、165種類の餌生物のDNAを検出した。蜂愛好家が飼育している巣で
は、愛好家が与えている鹿肉や鶏肉に加え、ハタネズミやカケス、昆虫類を食べていた。また、野生巣では昆虫
類に加え、ハシブトカラスやハシボソガラス、ハクビシン、ヒバカリ、キジバトを食べていた。餌生物の構成は
飼育巣と野生巣で異なるだけなく、地域によっても異なっていた。

研究分野：昆虫生態学

キーワード： 食性解析　生物多様性　クロスズメバチ　DNAメタバーコーディング　昆虫食文化　種多様性
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研究成果の学術的意義や社会的意義
東海地方の山間部では蜂の子と呼ばれるクロスズメバチ属の蜂の幼虫や蛹を食べる文化がある。本種は昆虫やカ
エル、ヘビを食べることが報告されているが、餌生物の詳細は調べられておらず、蜂の子を食べる人々も詳しく
は分かっていなかった。本研究によって、本種は昆虫に加え、ハクビシン、ハタネズミ、カケス、キジバト、ハ
シブトガラス、ハシボソガラスを食べていることが明らかになり、野生下で哺乳類や鳥類の肉を捕食しているこ
とを明らかにした。他方で、本種を飼育する蜂愛好家は自身の経験や他の愛好家との情報交換からニワトリや鹿
肉を蜂の餌として与えており、本研究結果は蜂飼育文化の成熟度を裏付ける結果ともなった。
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１．研究の目的 
東海地方の山間部では蜂の子と呼ばれるクロスズメバチ及びシダクロスズメバチの幼虫や蛹
を食べる文化がある。蜂の巣を採集する際には、ニワトリやイカの肉を小さな団子状にし、目
印を付けたものを蜂に与えて巣に持ち帰らせ、その目印を追いかけて巣を発見する。蜂の飼育
時には鶏肉や鹿肉、海水魚等様々な餌が用いられている。蜂の子を食べる人々も、学術研究に
おいても、クロスズメバチ属の蜂は昆虫やカエル、ヘビを捕食すること以外、餌生物の詳細は
分かっていない。そこで本研究では近年飛躍的に発展した遺伝子解析技術を用いて、スズメバ
チ類の幼虫の消化管の内容物から餌生物種の特定を行う。 
 
２．研究成果 
 食性解析に用いるシダクロスズメバチの幼虫は、2020 年 11 月 1 日に採集した岐阜県中津川
市の野生下の 1つの巣から 8個体、2020年 11月 2日に岐阜県中津川市で飼育中の 2つの巣か
らそれぞれ 8個体、4個体、長野県伊那郡阿南町で飼育中の 1つの巣から 4個体回収した。回
収した幼虫の消化管から未消化物を取り出して DNA 抽出をした。抽出した DNA は COI 領域
を PCRした後に DNAバーコーディング法を用いて餌生物の特定を行った結果、165種類の餌
生物の DNAを検出した。 
 得られた餌生物のリードをCoverageに基づく希釈化をした後に、Bray-Curtis指数を算出した。
その後に巣間の餌生物の類似度を metaMDSにより、非計量多次元尺度構成法(NDMS)によって
散布図を作成した（図 1）。餌生物の構成は、飼育か野生か，巣があった地域によって有意に異
なった（envfit関数による線形回帰, P = 0.001, 0.032）。希釈化後のリード数を基に各巣の餌生物
の割合を調べた結果、中津川市の野生巣では 75%以上が鳥類であり、そのほとんどがハシブト
ガラス、ハシボソガラスだった（図 2）。中津川市の飼育巣は 2巣とも餌として与えているニホ
ンジカとニワトリが 50%程度で、残りは昆虫、クモだった。阿南町の飼育巣では餌として与え
ていたニワトリは検出されず、95%以上がチョウ目の昆虫だった。本種は昆虫に加え、ハクビ
シン、ハタネズミ、カケス、キジバト、ハシブトガラス、ハシボソガラスを食べていることが
明らかになり、野生下で哺乳類や鳥類の肉を捕食していることがわかった。蜂愛好家は自身の
経験や他の愛好家との情報交換からニワトリや鹿肉を蜂の餌として与えており、本研究結果は
蜂飼育文化の成熟度を裏付ける結果であるとも考えられた。飼育巣では鹿肉か鶏肉を餌として
与えていたが、中津川市の巣では餌生物の 50%程度、阿南町ではほぼ全てが昆虫であり、身近
にある飼育者が与えた餌以外の餌も集めることが分かった。本種は中津川市でも阿南町でも 12
月上旬ごろまでは営巣を続けるが、脊椎動物の肉を餌とすることは晩秋からの餌昆虫が減少す
る時期への適応であるとも考えられた。 
 阿南町の飼育巣では幼虫ごとに目レベルでの餌生物の割合にばらつきは見られず、この巣で
は餌生物の 95%がチョウ目であり、そもそも目レベルでのばらつきが生じにくいと考えられた。
一方、中津川市の野生巣と飼育巣では幼虫ごとに餌生物が目レベルでばらつきが見られ、成虫
が狩る餌生物にばらつきがあると考えられた。今回は働き蜂とオスを区別せず幼虫の餌生物を
調べたため、両者を区別して調べることでカーストによる何らかの傾向があるかもしれない。 
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